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Ⅰ 研究のねらい 

明るく活力のある社会を形成していくためには、豊かなスポーツライフを実現していくこと

が重要であり、児童期においては、学校や家庭、地域における様々な運動遊びを通して、仲間

や異年齢集団との交流を幅広く行うことが重要であるとされている。 

体育科では、運動の楽しさや喜びを味わい、運動への関心や自ら運動する意欲、仲間と仲よ

く運動をすることなどの、運動に親しむ資質や能力を育成することが求められている。そのた

めには、運動の課題を解決する学習の中で、仲間と豊かにかかわり、互いの課題等を共有しな

がら協力して活動することが大切である。さらに、課題解決を通して、自己の高まりを実感す

ることができれば、運動への関心や意欲も高まっていくと考えた。 

そこで、本研究では、個人種目であるため、人とのかかわりを重視した実践例が少ない陸上

運動「走り幅跳び」で、仲間とのかかわりを通して、自己の高まりを実感することのできるカ

リキュラムを開発することとした。 

Ⅱ 研究の内容と方法 

１ 研究の仮説 

 走り幅跳びの学習において、仲間とのかかわりを重視した学習過程に身に付けさせたい力と

その手だてを明確に位置付ければ、友達とかかわる楽しさや大切さを実感でき、自己の運動に

対する意欲や記録が高まるであろう。 

２ 基礎研究について 

(1) 文言の定義（今回の研究では、次のようなとらえ方で研究を進めた。） 

① 「かかわり」･･･本研究ではかかわりを「認め合いや思いやりなどの認知的・情意的         

コミュニケーションが双方向で行われること」ととらえ、研究主題の「仲間とのかか         

わり」を、児童が励まし合ったり、認め合ったり、教え合ったりすることと定義した。 

② 「自己の高まり」･･･本研究では自己の高まりを、運動への意欲や記録が高まることと

定義した。  

③ 「身に付けさせたい力」･･･体育学習の基礎・基本であり学習指導要領に示された目標

及び内容である。 

(2) 走力と跳力の関係 

文献より、助走・助走速度・跳躍距離の関係を明らかにし、小学校段階における技能のポイ

ントを明らかにした。 

(3) かかわりや走り幅跳びに関する先行研究の分析 

３ 調査研究について 

(1) 目的 

友達とのかかわりを通した体育学習で楽しいと感じた経験や走り幅跳びの運動に対する興

味･関心、運動の仕方の工夫などについて調査し、実態を把握する。また、教員への調査を通し
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て走り幅跳びの授業の実態や効果的な指導法を探り、指導の手だてや学習過程の作成に生かす。 

(2) 実施時期･対象    

７月中旬から下旬･都内公立小学校(１６校)教員１２４名・児童５５４名 

(3) 分析結果 

体育学習の中で児童は、「できない運動ができるようになったとき」や「記録が伸びたとき」

にうまくなったと感じている。また、これらの項目と統計的な処理を行った結果、「自分のよ

いところをたくさんほめられる」ことや「いっしょに活動する時間がたくさんある」ことと有

意な関係が見られた。すなわち、児童に自己の高まりを実感させるためには、授業の中でかか

わりの場を設定することが有効であるという結果である。 

また、走り幅跳びを指導する際の効果的な手だては、「自分の力に合った目標記録の設定」

「教え合い」など様々あるが、教員対象の調査の結果、技能・態度・学び方などの学習のねら

いを踏まえ、効果的に指導しようとする意識はあまり見られなかった。そこで、学習のねらい

に即して身に付けさせたい力を明確にするとともに、その効果的な手だてを一層工夫していく

必要があると考えた。  

４ 実践研究について 

基礎研究、調査研究の結果から、研究の視点を｢(１)かかわりを重視した学習過程｣、｢(２ )

身に付けさせたい力とその手だての明確化｣の２点とし、(表１)の学習過程で検証授業を行った。 

 表１ 学習過程 

段階 知る 取り組む 

時数 １  ２  ３  ４  ５  ６  

 

 

 

 

学  

習  

活  

動  

１ オ リ エ ン テ ー

シ ョ ン  
・ 単 元 全 体 の 見 通

し を も つ  

２ め あ て の確認  

３ 準 備 運 動  

４ 今 も っ て い る

力 を 知 る  

５ 整 理 運 動  

６ 学 習 の まとめ  
・ 学 習 資 料 を 活 用  

し 、 自 分 の 力 に  

合 っ た 目 標 記 録  

を 設 定 す る  

１ 学 習 の 進 め 方

の 確 認  

２ め あ て の確認  

３ 準 備 運 動  

４ ポ イ ン ト タ イ

ム  
・ 走 り 幅 跳 び の 技  

能 の ポ イ ン ト を

つ か む  

５ 練 習 方 法 や ア

ド バ イ ス タ イ

ム の 仕 方 を 知

る  

６ 整 理 運 動  

７ 学 習 の まとめ  

１ 学 習 の 進め方 の 確 認  

２ グ ル ー プごと に 互 い のめあ て の 確 認  

３ 準 備 運 動  

４ ポ イ ン トタイ ム  
・ 走 り 幅 跳 び の 技 能 の ポ イ ン ト を つ か む  

５ ア ド バ イスタ イ ム  
・４ 人 組 み の グ ル ー プ で 互 い の 運 動 を 見 合 い 、か か わ り な が ら 運 動 す る 。

（ ダ ブ ル ペ ア 学 習 ）  

・ グ ル ー プ を 前 半 (２ 人 )･後 半 (２ 人 )の ２ つ に 分 け 、 運 動 す る 側 と ア ド

バ イ ス す る 側 に 分 か れ て 練 習 す る よ う に す る 。  

６ チ ャ レ ンジタ イ ム  
・ グ ル ー プ 対 抗 競 争 に 取 り 組 む と と も に 、 自 分 の 目 標 記 録 に 挑 戦 す る 。

７ 整 理 運 動  

８ 学 習 の 振り返 り  

教

師

の

主

な

支
援

・気持ちよ く 踏み切って跳 躍でき

るように、記 録は実測する よう

にする。  

・ ト ッ プ ス ピ ー ド で 踏 み 切 る こ

と が 記 録 の 向 上 に つ な が る こ

と を 指 導 し 、 助 走 に 重 点 を お

いて助言する 。  

・友達と認め 合ったり、教 え

合 っ た り し な が ら 活 動 し

て い る グ ル ー プ を 賞 賛 す

る。  

(1) かかわりを重視した学習過程 

 調査研究を踏まえ、児童が一緒に活動する時間を十分に確保することとした。学習過程の知

る段階では、仲間とのかかわりの必要性を理解できるようにオリエンテーションを工夫した。

そして取り組む段階では、４人グ 

ペアＡ(前半グループ）

視点にそって 

互いの運動を見合う  

ペアＢ(後半グループ）

＜学習の流れ＞ 

【前半】運動に取り組む－ペアＡ 

    アドバイスする－ペアＢ  

【後半】運動に取り組む－ペアＢ 

    アドバイスする－ペアＡ  

表２ ダブルペア学習 

ループを２つのペアに分け、前半 

グループと後半グループに分かれ 

て互いの運動を見合い学習を進め 

た。この学習形態をダブルペア学 
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表３ 互いに見合う視点

＜助走＞ 

○踏切ゾーンでトップスピードに

のっているか見てあげよう。 

○だんだんスピードを上げている

か見てあげよう。 

＜踏切＞ 

○ バ ン と 大 き な 音 が す る よ う

に 踏 み 切 っ て い る か 見 て あ

げよう。 

＜空中姿勢＞ 

○目線が下がっていないか見てあげよう。

○両手が上がっているか見てあげよう 

＜着地＞ 

○着地の時に腕を振り下ろして

いるか見てあげよう。 

○ひざをしっかり曲げて着地し

ているか見てあげよう。  

習と名付けた。 

また、そのグループを編 

成する際には、かかわる力 

（励まし合う力・認め合う 

力・教え合う力）と関心・ 

意欲、思考・判断の違いを 

考慮し、傾向の異なる児童 

が互いのよさに触れられ

るようにした。 

さらに、走り幅跳びの活動を児童が効果的に互いによく見合えるように、助走・踏切・空中

姿勢・着地の練習の場ごとに見合う視点を提示した。(表３) 

(2) 身に付けさせたい力とその手だての明確化 

子どもたちに運動に親しむ資質や能力をはぐくむために、文献や先行研究、小学校・中学校

学習指導要領の関連などを分析することを通し、走り幅跳びの学習において身に付けさせたい

力を技能・態度・学び方の観点ごとに重点化し、具体的に示すとともに、その手だてを明確に

した。（表４） 

表４ 身に付けさせたい力とその手だて一覧 

段階 知る 取り組む 

○ ト ッ プ ス ピ ー ド で 踏 み 切 る

力  

○自分に合っ た助走距離を 見付け、

遠くに跳ぶこ とができる力  

○足の裏全体 で踏み切り、遠

くに跳ぶこと ができる力  

 

 

技

能  
・「助走」「 踏切」「空中 姿勢」「着地 」の４つの運 動局面ごとの 練習の場の設 定  

・運動局面ご とに技能のポ イントをしぼ った学習資料 の提示  

○ 走 路 や 跳 躍 場 な ど の 安 全 を

確 か め て 運 動 す る こ と が で

きる力  

○ 計 測 な ど の 役 割 を 分 担 し 協

力 し て 活 動 す る こ と が で き

る力  

 

 

○ グ ル ー プ の 友 達 と 互 い の 運 動 を

見合い、励ま し合ったり、認め合

ったりするこ とができる力  

○グループ競 争では、勝敗 に対して

公 正 な 態 度 を 取 る こ と が で き る

力  

○ グ ル ー プ の 友 達 と 互 い の

運動を見合い 、認め合っ た

り 教 え 合 っ た り す る こ と

ができる力  

○グループ競 争では、ルー ル

を 守 り 最 後 ま で 自 己 の 最

善 を 尽 く し て 運 動 す る こ

とができる力  

 

 

 

 

態

度  

・かかわりの 必要性を理解 するためのオ リエンテーシ ョンの工夫  

・一緒に活動 する時間を十 分に確保する ダブルペア学 習   ・個人 の違いを考慮 したグループ 編成

・友達へのア ドバイスの仕 方が分かる学 習資料の提示    ・競争 型を取り入れ た学習活動  

・互いに見合 う視点を明確 にした練習の 場の工夫      ・個に 応じた適切な 支援  

○ 自 分 の 力 に 合 っ た 目 標 記 録

を設定できる 力  

 

 

○ 目 標 記 録 を 達 成 す る た め の 課 題

を決めること ができる力  

○ 自 分 の 課 題 に そ っ て 学 習

を振り返り 、伸びやつまず

き に 気 付 く こ と が で き る

力  

 

 

 

 

 

身

に

付

け

さ

せ

た

い

力  

と

そ

の

手

だ

て  

 

 

学

び

方  ・自分の力に 合った目標記 録を設定する ための学習資 料の提示  

・運動局面ご との練習の場 の設定  

・個に応じた 適切な支援  

Ⅲ 研究の結果と考察 

研究の視点に基づく実践が有効であったかどうか、児童の変容及び意識調査の結果などから

検証した。  

１ 友達とかかわる楽しさや大切さの実感について 

 学習が進むにつれて、児童が主体的にかかわる場面が増え、相手のめあてを意識してアドバ

イスする姿やよい動きを認める姿が見られるようになった。学習後の児童の感想からは、「みん

なからいろいろアドバイスされてとてもうれしかった。」「私はアドバイスが一番重要だと思
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う。」といった、かかわりの楽しさや大切さを実感した記述が見られた。  

 また、かかわりに対する意識の変容を確かめるため、「走り幅跳びの学習を楽しくするための

工夫」という質問項目と、「体育学習での自己の高まり」の２つの質問項目から、両者の関係を

統計的に処理し、事前・事後で比較した。その結果、授業後、「①励まされる、②ほめられる、

③教えてもらえる」ことと、「体育学習で自分がうまくなったと思う。」の相関がより強くなっ

た。（表５）  

これらのこ  

とから、仲間  

とのかかわり  

を重視した学  

習過程により、  

表５  
質問項目 授業前 授業後 

①たくさん励まされれば、楽しくな

る。 
0.157 0.405 

②よいところをたくさんほめられれ

ば、楽しくなる。 
0.282 0.362 

体育学習での自己の

高まりの実感 

③たくさん教えてもらえれば、楽し

くなる。 
0.292 0.415 

 ＊表内の数値はピアソンの積率相関係数  児童は友達と  

かかわる楽しさを実感することができたといえる。また、自己の高まりを実感させるためにか

かわりを取り入れることは有効だと考える。  

２ 運動に対する意欲の高まりについて 

23 7 00

15 8 5 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６時間目終了後

１時間目終了後

あなたは走り幅跳びの学習が好きですか。

好き わりと好き あまり好きでない 好きではない

表６

（ｔ(29)＝4.0107，ｐ＜.01） 

 陸上運動「走り幅跳び」の学習は、今回の学習  

が初めてとなるため１時間目と６時間目の児童の  

意識を比較した。結果は右図（表６）の通り。１  

時間目終了後には、走り幅跳びを「あまり好きで  

ない｣と答えた児童が５人、「好きではない」が２  

人であったが、単元終了後には０人になった。  

また、検証授業の中でも授業が進むにつれて、  

｢もっと走り幅跳びをしてみたい｣という声が児童  

から聞かれるようになった。さらに、単元終了後  

の学習感想では、｢走り幅跳びが好きになった。｣｢また、走り幅跳びの学習をやりたい。｣とい

う感想が多く見られた。｢走り幅跳び｣の運動に対する意欲が高まったといえる。  

３ 記録の高まりについて 表７

251.91

285.33

230

240

250

260

270

280

290

１時間目 ６時間目

走り幅跳びの記録の平均

（ｔ(31)＝6.042，ｐ＜.01）

学習過程の【知る段階】での１時間目の記録と【取  

り組む段階】のまとめとなる６時間目の記録を比較し  

た結果､右図（表７)のような結果となった。平均で約  

34 ㎝記録が伸びた。本単元の学習を通して､記録が高  

まったと考える。  

Ⅳ 今後の課題 

・ 学習を進める上では、身に付けさせたい力を明確 

にし、さらに実態に応じた柔軟な対応が求められ 

る。児童の力の適切な見取り方や発展的な支援の 

仕方について、さらに研究を深める。 

・ 他の領域、種目でのかかわりを通した学習についてさらに研究を深めていく。 
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